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1．序　　　　　口

寒冷地の早植栽培の水稲は草丈が短く，茎数の発現が

極めて多くて有効茎歩合の低い生育相を示すので，無効

分けつの抑制を目的として下記の操作を加えた．

1・培土・2・栽植様式並びに密度・3．削排水操作．

2．試験方法と試験結果

1・培土による無効分けつ抑制に関する試験
（1）試験方法

A・供武品種

D・培　土　時　期

早　　　　植

普

早期培土

○
（6月20日）

（勿　試験結果

第1表．最高茎数・有効茎歩合と収量
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ギソマサリ（偏穂重中間型・晩生種・強程・シコウイ

モチ病に弱い）．

B．育苗法

ビニール被覆畑苗代，対照区は水苗代，3．3，乃2450タ
播き．

C・播種期及び移植期
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第2図－1．培土操作，前後の分けつ発現状況

早植無培土区（1株当り節位別発現本数）

第2国－2．早植中期培土区
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生育の早・中・晩期の3回に培土したが，培土により

無効分けつを抑え有効茎歩合を高めることが認められ

た（第1表・第1図）．培土時期については早植栽培の

有効分けつ期（この試験の早期）は多少早目であり，最

高分けつ期頃（晩期）の培土はややおそめであり，分げ

っ最盛期頃の中期培土が適期であったもののように思わ

れる．中期培土区の収量のまさるのは培土により第1・

2図にみられように1次の高位節からの分けつが抑えら

れ，低位節からの2次分けつがやや多く発現し，従って

出現した穂を総体的に平均一穂重としてみると他区より

やや重く，穂数の少いのを補って収量が優ったものと推

察される．

2．栽植様式並びに密度による無効分けつ抑制に

関する試験

（1）試験方法

品種・育苗法・播種期・移植期は試験1と同じい・栽

植様式並びに密度は次のとおりである（1株2本植）・
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試験区番号
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（2）試験結果

栽梼密度の高くなるほど有効茎歩合が低くなったが，

これは栽植密度の高まるほど肥料切れ気味であり，1株

穂数の減少がみられたことによるものと推察される・栽

植様式間は区々であり，更に施肥法・施肥量等と組合せ

て検討の要がある．

第2表．最高茎数・穂数並びに有効茎歩合
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3．渾排水操作による無効分けつ抑制に関する試験

（1）試験方法

品種・育苗法・播種期・移植期等は試験1と同じい・

60e煎立方のコソクリートポットを供試し，深水区10e椚・

無処理区3C潤・排水区Oe桝として水位を調節した・
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佗）試験結果
採水操作を加えると茎数の発現を一時的にはややおさ

えその後に分けつの発現をみるが，最高茎数が少く有効

茎歩合がやや高まる．排水処理は早期処理を除いてはほ

とんどその効がみられない．茎数は大差がなく穂数が減

じ，かえって有効茎歩合が低まる候向を示している・収

穫物調査の結果を1株穂重についてみると排水した各区

とも少く，深水区も無処理と同等かやや劣る・排水区の

劣るのは総数の発現が少く，各節の1次・2次の穂のい

ずれも穂重が軽いことに起因する．アソそこヤ態窒素の

消長等は今後の検討を要する・

第3表．有効茎歩合及び1株穂重
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注1：表中の数字は処理開始日から終7日を示す 2：○内は試験区番号


